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令和５年 第２回沼田町議会定例会（２日目） 会議録 

 

                      令和５年 ６月２２日（木） 

                      午後 ２時００分  開 会 

１．出席議員 

  議 長 １０番 小 峯   聡 議員    １番 畑 地   誉 議員 

       ２番 篠 原   暁 議員   ３番 鵜 野 範 之 議員 

       ４番 久 保 元 宏 議員      ５番 三 浦 実 希 議員 

       ６番 伊 藤   淳 議員   ７番 長 野 時 敏 議員 

        ９番 上 野 敏 夫 議員 

 

２．欠席議員 ８番 大 沼 恒 雄 議員 

  

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

  町   長  横 山   茂 君  農業委員会長  辻   則 行 君 

教 育 長  三 浦   剛 君    

 

４．町長の委任を受けて出席した説明員 

  副 町 長   菅 原 秀 史 君  総務財政課長  村 中 博 隆 君   

産業創出課長 赤 井 圭 二 君  農業推進課長 前 田 昌 清 君 

住民生活課長 嶋 田 英 樹 君  建 設 課 長  瀧 本 周 三  君   

保健福祉課長 小 玉 好 紀 君  和風園園長  安 念 昌 典 君 

旭寿園園長  荒 川 幸 太  君  会計管理者  按 田 義 輝 君 

 

５．教育委員会教育長の委任を受けて出席した説明員 

  教育課参事  春 山 顕 一  君 

 

６．職務のため、会議に出席した者の職氏名 

  事務局長    黒 田 美 和  君  書  記     中 山 裕 樹  君 
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７．付議案件は次のとおり 

 

（議件番号） 

 

報 告 第 １ 号 

報 告 第 ２ 号 

 

報 告 第 ３ 号 

 

承 認 第 ３ 号 

 

議案第３８号 

 

議案第３９号 

議案第４０号 

議案第４１号 

議案第４２号 

議案第４３号 

議案第４４号 

議案第４５号 

 

議案第４６号 

議案第４７号 

議案第４８号 

議案第４９号 

議案第５０号 

同 意 第 ４ 号 

同 意 第 ５ 号 

同 意 第 ６ 号 

同 意 第 ７ 号 

同 意 第 ８ 号 

同 意 第 ９ 号 

同意第１０号 

同意第１１号 

同意第１２号 

（件   名） 

会議録署名議員の指名 

繰越明許費に係る繰越計算書の報告について（一般会計） 

繰越明許費に係る繰越計算書の報告について（養護老人ホーム特別

会計） 

株式会社沼田開発公社の事業計画及び決算に関する書類の提出に

ついて 

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度沼田町一般会計

補正予算専決第３号） 

町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

沼田町住んで快適住まいる応援条例について 

沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

沼田町過疎地域自立促進計画の変更について 

令和５年度沼田町一般会計補正予算について 

令和５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算につい

て 

令和５年度沼田町介護保険特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町公共下水道特別会計補正予算について 

令和５年度沼田町水道事業会計補正予算について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 
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同意第１３号 

同意第１４号 

同意第１５号 

諮 問 第 １ 号 

発 議 第 ４ 号 

 

陳 情 第 １ 号 

 

陳 情 第 ２ 号 

 

意見案第１号 

 

意見案第２号 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

農業委員会委員の任命について 

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

議会改革調査特別委員会の設置について 

閉会中の所管事務調査の申し出について 

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

提出を求める陳情について 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充

実・強化を求める意見書提出を求める陳情について 

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書

（案）について 

ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充

実・強化を求める意見書（案）について 
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開 会   午後 ２時００分 

   

（ 開 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）只今の出席議員数は９人です。定足数に達していますので、こ

れから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

   

（ 会議録署名議員の指名 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第１２５条の規定により、７番、長野議員、９番、上野議員を指名いた

します。 

   

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第２、報告第１号、繰越明許費に係る繰越計算書の報告に

ついて（一般会計）、日程第３、報告第２号、繰越明許費に係る繰越計算書の報告につ

いて（養護老人ホーム特別会計）を一括議題といたします。本２件は報告事項です。

説明を省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告第１号及び報告第２号につい

て質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。お諮りいたします。

報告第１号及び報告第２号は、報告のとおり受理することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、報告第１号及び報告第２号は、

報告のとおり受理することに決定しました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第４、報告第３号、株式会社沼田開発公社の事業計画及び

決算に関する書類の提出についてを議題といたします。本件は報告事項であります。

説明を省略し、直ちに質疑に入りたいと思います。報告第３号について質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。お諮りいたします。

報告第３号は、報告のとおり受理することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、報告第３号は、報告のとおり

受理することに決定しました。 
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（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第５、承認第３号、専決処分の承認を求めることについて

（令和４年度沼田町一般会計補正予算専決第３号）を議題といたします。提案理由の

説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）承認第３号、専決処分の承認を求めること

について。地方自治法第１７９条第１項の規定によって別紙のとおり専決処分したの

で、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を求める。令和５年６月２１日に

提出。町長名でございます。１枚おめくり頂きまして、専決処分書。地方自治法第１

７９条第１項の規定によって、令和４年度沼田町一般会計補正予算（専決第３号）を

別冊のとおり専決処分する。令和５年３月３１日。町長名でございます。会議資料９

─２、令和４年度沼田町一般会計補正予算（専決第３号）２ページをお開きください。

令和４年度沼田町一般会計補正予算（専決第３号）。令和４年度沼田町の一般会計補正

予算（専決第３号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳

入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億４，９６６万７，０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ６３億３，７２９万４，０００円と定める。２項、

省略させていただきます。令和５年３月３１日。町長名でございます。本専決予算は、

令和４年度決算見通しを調整した結果、歳計余剰金が４億３，７００万円生じる見込

みとなったことから、決算処理といたしまして、財政調整基金繰入金１億５，０００

万円を皆減し、ふるさとづくり基金の充当事業を調整する歳入処理を行い、歳出処理

といたしまして、財政調整基金に１億５，０００万円を積み立て、次年度繰越金を１

億５，０８６万８，０００円とするための補正を専決処分させていただいたものでご

ざいます。９ページ、歳入をお開き願いたいと思います。２款地方譲与税から１０ペ

ージ、１１款地方特例交付金まで、１３款交通安全対策特別交付金は、いわゆる一般

財源項目でございますが、交付額の確定により、それぞれ増額・減額を補正したもの

でございまして、１２款地方交付税は、一般財源の総額調整として増額計上し、収支

の均衡を図ったものでございます。１枚おめくり頂いて、１１ページをお開き願いた

いと思います。中段、１６款国庫支出金から１２ページ、１７款道支出金につきまし

ては、対象事業における補助対象経費の確定、事業実績に伴います交付金、補助金な

どの増・減額補正でございます。１２ページ中段、４目農林水産業費道補助金５７６

万３，０００円の減額につきましては、道営事業関連の整理が主なものでございます

が、新規就農者育成総合対策事業補助金は、新規就農者に対して支援するための補助

金ですが、対象者がいなかったことから３００万円を皆減するものでございます。１

８款財産収入、２項１目不動産売払収入、１節土地売払収入５４万４，０００円の増

加補正は、北竜柳町団地の町有地売払収入を補正計上してございます。３目生産物売
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払収入は、実績により収入増となり、増額してございます。１３ページをお開きくだ

さい。１９款寄附金につきましては、個別の説明は割愛させていただきますが、ふる

さとづくり基金寄附金及び企業版ふるさと納税寄附金の確定額の調整であります。２

０款繰入金につきましては、前段申し上げました財政調整基金繰入金を皆減した歳入

決算処理をしたものでございまして、そのほかにつきましては基金充当事業におけま

す確定額におきまして、各基金の繰入増・減額補正したものでございます。１５ペー

ジをお開きください。２２款諸収入は、実績に基づき調整してございますが、１４節

雑入、ＪＲ留萌本線廃止に伴う支援金１億８，５００万円を収入してございます。１

６ページをお開きください。１６ページから歳出の補正でございます。歳出補正の主

な内容でございますが、２款総務費から３５ページ、１０款教育費まで、関係各予算

の執行残を減額処理し、各基金の充当事業の確定及び起債額の確定により財源移動処

理したものであり、それぞれ説明欄に事業ごとに記載してございますので、説明を割

愛させていただきまして、主なもののみ説明させていただきます。２０ページをお開

き願いたいと思います。１９目移住定住応援費、孫ターン奨励金５２万５，０００円

とぬまたライフサポート事業の普通自動車運転免許取得助成金につきましては、対象

者がなかったことから皆減してございます。２１ページ、２３目地域活動推進費、沼

田町自治振興協議会補助金は、実績がなかったことから皆減をしてございます。２３

ページをお開きください。３款民生費、３目介護支援費、デイサービスセンター指定

管理委託料を見込んでおりましたが、令和４年度におきましては指定管理料の支出が

なかったことから皆減してございます。２８ページをお開き願います。２８ページ、

５目母子保健費、１９節扶助費、不育症治療費助成事業費３０万円の減と、２９ペー

ジ７目乳幼児等医療費、未熟児養育医療費３０万円の減は、事業対象者がいなかった

ことから皆減してございます。６款農林水産業費でございますが、２９ページ、アグ

リファーム運営事業、１８節負担金補助及び交付金、新規就農者育成総合対策事業交

付金３００万円を減額整理してございますが、歳入でも御説明いたしましたが、新規

就農者支援するための交付金で、対象者がいなかったことから、歳入も合わせて皆減

してございます。３３ページを開きください。７款商工費から１０款教育費につきま

しては、執行残を整理したものでございます。３８ページをお開きください。１２款

諸支出金でございますが、基金への積立てが主なものでございまして、財源となる寄

附金などの確定と一般財源の確定により、歳計余剰金を２目財政調整基金と８目移住

定住応援基金へ積み立てる増額を行い、歳入で御説明いたしましたＪＲ留萌線廃止に

伴う支援金を新たにＪＲ留萌本線代替輸送確保跡地利用等整備促進基金へ積み立てる

ものでございます。以上申し上げまして、提案説明とさせていただきます。御承認の

ほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ
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んか。畑地議員。 

○１番（畑地誉議員）１番、畑地です。ページの１５なんですけれども、雑入のとこ

で、移住定住応援奨励金等返還金で１３３万５，０００円とあるんですが、詳細をち

ょっと教えていただきたいんですが。 

○議長（小峯聡議長）総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）移住定住応援奨励金等の返還金につきまし

ては、旭町に中古住宅を購入された方がそこを手放したということで、５年間の入居

というか、そこに住まなければいけないというような内容だったんですが、５年間た

たずにそこを出たということで、返還金が生じたものです。（発言の声あり）細かい金

額、このままその金額です。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。承認第３号につい

て採決いたします。お諮りいたします。本件は承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、承認第３号は、承認すること

に決定しました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第６、議案第３８号、町職員の特殊勤務手当に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。総

務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）議案第３８号、町職員の特殊勤務手当に関

する条例の一部を改正する条例について。町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例を提出する。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。町職員

の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例。町職員の特殊勤務手当に関する

条例（昭和５３年条例第４号）の一部を次のように改正する。提案理由を申し上げま

す。令和２年第４回定例会におきまして提案し、議決頂いておりました表記条例につ

きましては、新型コロナウイルス感染症の指定感染症として定めるなどの政令が交付

されたことに伴いまして、本町においても新型コロナウイルス感染症患者もしくはそ

の疑いのある者に関する作業に従事した日１日に対しまして３，０００円、これら感

染患者等の体に接触して行う作業に従事した場合につきましては４，０００円を支給
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するもので、町職員の特殊勤務手当に関する条例の附則に特例措置として追加したも

のでありますが、令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症の位置づけがイ

ンフルエンザ同様の５類感染症に該当することに変更されたことから、この特例措置

を廃止するものであります。なお、この条例は公布の日から施行することとしてござ

います。以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願

いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第３８号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第３８号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第７、議案第３９号、沼田町住んで快適住まいる応援条例

についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。住民生活課長。 

○住民生活課長（嶋田英樹住民生活課長）議案第３９号、沼田町住んで快適住まいる

応援条例について。沼田町住んで快適住まいる応援条例を提出する。令和５年６月２

１日提出。町長名でございます。条文の朗読を省略し、提案理由を説明いたします。

今回の条例につきましては、令和５年３月３１日に失効した沼田町住んで快適住まい

る応援条例と同様の内容であります。政策的な意味合いの強い条例や予算であること

から、首長の任期に合わせて条例案を提出させていただいたものであります。本条例

につきましては、町民の皆さんなどから移住や定住を長期的に考えていただくきっか

けになる条例及び予算であると認識しておりまして、町民皆さんの期待値の高い条例

であることから、その執行については令和５年４月１日としたいこと、また令和９年

３月３１日をもって失効することについても提案しております。なお、要項上の改正

点といたしまして、一般住宅への太陽光発電システムの導入に関しまして、これまで

限度額は２５万円としていたものを５０万円に改正いたします。以上、提案理由の説

明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第３９号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第３９号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第８、議案第４０号、沼田町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。住民生活課

長。 

○住民生活課長（嶋田英樹住民生活課長）議案第４０号、沼田町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例について。沼田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を

提出する。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。改正条文につきましては、

煩雑となっておりますので、朗読を省略させていただき、提案理由の説明をいたしま

す。まず、前年度からの繰越金を保険税に充当していくこと、国民健康保険の基金か

ら１，５００万円を繰入れすること、今年度から北海道一本化への準備のための資産

税割の見直しをすることとし、国保会計の運営に必要とする費用はそのときの被保険

者が負担するべきという考え方で、保健福祉課で示された必要額に見合う税率の改正

を行うものであります。それにより、一般的に主なものとして、医療給付費分につき

ましては所得割を「３．２５％」から「５．６８％」に、資産割を「５０％」から「４

０％」に、均等割を「３万４，６００円」から「４万９，７００円」に、平等割を「２

万８，０００円」から「３万８，５００円」に改め、後期高齢者支援分については、

所得割を「１．６８％」から「１．６６％」に、均等割を「１万１，９００円」から

「１万４，３００円」に、平等割を「９，９００円」から「１万４００円」に改め、

介護給付費分につきましては、所得割「１．３４％」を「１．２４％」に、均等割を

「２万４，９００円」から「２万７，７００円」に、それぞれ改正するものでありま

す。以上、提案理由の説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 
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○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４０号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４０号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第９、議案第４１号、沼田町過疎地域自立促進計画の変更

についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。産業創出課長。 

○産業創出課長（赤井圭二産業創出課長）議案第４１号、沼田町過疎地域持続的発展

市町村計画の変更について。過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条

第１０項により準用する同条第８項の規定に基づき、沼田町過疎地域持続的発展市町

村計画の一部を次のとおり変更する。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。

以下、計画案の朗文を省略いたしまして、提案理由について申し上げます。本計画書

は、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法、いわゆる第５次過疎法に基づ

き、令和３年度から令和７年度までの５か年を期間とする市町村計画として策定して

いるものでありますが、計画の変更・追加をする場合は、同条第８条第１０項により

議会の議決が義務づけられています。今回議決を求める変更・追加箇所については、

同計画書の本編、産業振興、観光の部分でございまして、老朽化した観光案内看板の

設置・更新について追加記載したものであり、その他の変更として、農産加工場の機

械設備更新事業、北空知衛生施設組合車両更新事業、高校生医療費無料化事業とした

３つの軽微な変更としており、事前に令和５年５月３０日付で北海道知事の同意手続

を完了したことから、本定例会に計画変更の議決を求めるものであります。以上、提

案理由とさせていただきます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り
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ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４１号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は、原案のとおり決定することに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４１号は、原案のとお

り可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１０、議案第４２号、令和５年度沼田町一般会計補正予

算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）議案第４２号、令和５年度沼田町一般会計

補正予算について。令和５年度沼田町一般会計補正予算を別冊のとおり提出する。令

和５年６月２１日提出。町長名でございます。会議資料の１０─１、令和５年度沼田

町一般会計補正予算（第２号）の２ページをお開きください。令和５年度沼田町一般

会計補正予算（第２号）。令和５年度沼田町の一般会計の補正予算（第２号）は、次に

定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ３億７，１３１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５４

億７，４１１万円と定める。２項、省略させていただきます。地方債の補正、第２条、

地方債の追加は、「第２表 地方債補正」による。令和５年６月２１日提出。町長名で

ございます。１２ページをお開き願いたいと思います。歳出でございます。２款総務

費、１項９目企画費、１２節委託料２５３万５，０００円の補正計上ですが、あるく

らす団地ＩＣＴ活用健康・見守り事業委託料２０３万５，０００円は、秋の完成を目

指し、高齢者住宅を建設中でありますが、奈良医大と連携し、高齢者世帯各戸の配電

盤に電力センサーを取り付け、電力データを解析し、各戸ごとにライフスタイルカル

テを作成し、入居者及び御家族へ結果を通知し、見守りや高齢者の体調の変化を早期

に把握することで、安心して住み続けられる環境を試験的に整備するものでございま

す。将来的には、町内在住の高齢者宅にも普及促進していく考えでございます。新規

看板デザイン作成委託料５０万円、１４節工事請負費、新設看板設置等改修工事２，

０８９万円の補正計上は、町内各所で老朽化しており町のイメージの悪化が懸念され

る看板について、できる限り統一性を持たせられるよう、色、形、文字などデザイン

ブックのコードを可能な限り取り入れ、観光案内看板には必要に応じ英語表記を加え

看板を設置するための費用を予算計上してございます。なお、看板の改修については、

今年度から優先順位を決めた中で、複数年をかけ修繕を含め改修を行う計画としてご
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ざいます。沼田町ワーケーション推進事業５０万円の補正計上は、ワーケーション施

設としてほたる学習館の整備が完了してございますが、企業などへ配布するＰＲ用パ

ンフレット作成に係る費用、学習館を案内する屋外設置用のバナーを購入する費用を

予算計上してございます。また、財源で、当初、沼田町留萌本線利用者代替交通支援

事業委託料の財源にふるさとづくり基金を充当しておりましたが、ＪＲ留萌本線代替

輸送確保・跡地整備等推進基金を繰り入れることとし、財源振替を行ってございます。

１０目振興費、振興事務費６９１万３，０００円の補正計上ですが、１２節委託料キ

ャンパスライスプロジェクト委託料４００万円の計上は、令和３年度にコロナ禍で生

活に困窮している全国の大学生を支援することを目的として、ガバメントクラウドフ

ァンディングによる寄附を財源に、雪中米を無償で提供し支援したものですが、今回

につきましては、物価高騰のあおりを受け困窮する大学生を対象に応援するもので、

この取組を通し、沼田町や雪中米の認知度を高め、関係人口増、さらにはふるさと納

税額の増につなげる施策としてございます。財源は、ふるさとづくり基金指定寄附金

を補正額と同額計上してございます。沼田町にぎわい交流創出事業委託料１５０万円

の計上は、町内各所の施設を活用し、農業や商工業などの各分野を結んだにぎわいイ

ベント開催に係わる費用を予算計上してございます。１８節負担金補助及び交付金１

４１万３，０００円の補正計上ですが、石狩沼田駅周辺活性化事業補助金で、留萌本

線の廃止による廃線需要をより効果的に捉えた取組を推進することを目的として、観

光協会へ補助するものでございます。しごと・未来応援プロジェクト、１２節委託料

２４万５，０００円の補正計上ですが、北海道労働局との雇用対策協定に基づき、札

幌圏の求職者を本町まで連れてくるためのバス運行に係る費用で、町内企業を直接見

ていただくことで本町の就職に結びつけることを目的としており、年度内に２回開催

することで計画してございます。企業誘致等推進費３７０万円の補正計上ですが、企

業誘致・雇用対策の新たな戦略として、農業分野やＩＴ産業分野での共通性、補完性

により連結した産業クラスターに向けた企業誘致活動を推進するとともに、令和版食

料貯蔵流通基地構想、沼田版シリコンバレー構想の実現に向け、今年度は、米に特化

した加工産業の調査などに係る費用を予算計上してございます。沼田町特産品開発事

業２１０万円の補正計上ですが、狙いを絞った商品開発や町内取扱店の取扱いキャパ、

販売スケジュールを調査するため、年３回の委託事業による販売を行う費用を予算計

上してございます。新たな企業誘致戦略に基づくサテライトオフィス等誘致促進事業

２９８万９，０００円の補正計上は、昨年度新たに企業誘致戦略を策定したところで

すが、沼田町の強みを生かした形で企業誘致について分析・調査や優位企業獲得を目

的とした事業に係る予算を計上してございます。１３ページをお開きください。１３

目地域安全対策費、１２節委託料１９０万９，０００円の補正計上ですが、令和３年

度に、スクールゾーンとなっている国道２７５号線沿いの中学校から本通４丁目まで
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の区間に５台のカメラを設置したところですが、今年度は、駅を中心とした市街地に

４台のカメラを設置することとして係る費用を予算計上してございます。１６目公共

交通事業費、町営バス運行費、１１節役務費１０万６，０００円、手数料を増額補正

するものですが、車検、法定点検時の車両運搬に関わる費用を増額計上してございま

す。地域公共交通検討・利用促進事業１５６万円を補正計上するものですが、持続可

能な公共交通構築のための国、北海道への要望活動、情報収集に係る旅費と空知中央

バス沼田線利用を促進するため、ノーカーデーや乗車体験デーを設けるなどし、バス

乗車のきっかけとなる仕掛けづくりを行うこととし、無料乗車券発行に係る費用を補

正計上してございます。１７目スコーレセンター費、１４節工事請負費７３７万円を

補正計上するものですが、源氏の宿エレベーターと平家の宿渡り廊下において、雪庇、

落雪によるものと考えられますが、屋根・壁の破損が確認されたことから修繕工事を

行うものでございます。なお、現在、建物共済保険の適用を受けるべく申請を行って

いるところでございます。１９目移住定住応援費３，８０１万８，０００円を増額補

正するものですが、移住定住応援費、１８節負担金補助及び交付金３，２０２万６，

０００円の補正計上は、政策的な意味合いの強い予算であり、当初予算では計上せず、

今回補正計上させていただいたもので、がんばる高校生応援手当から孫ターン奨励金

まで、昨年同様事業を継続実施する予算を計上してございます。ぬまたライフサポー

ト事業５９９万２，０００円の補正計上ですが、ライフサポート事業委託料は昨年も

同様の事業を行っておりますが、食べ盛りの小中高生を持つ世帯に雪中米１俵もしく

はトマト製品をお配りする所要額を予算計上し、普通自動車運転免許取得助成金は、

沼田町で育ち、沼田町に住み続ける方を対象として、免許取得に関する費用を助成す

る事業を継続実施するものであります。１４ページをお開きください。２１目新エネ

ルギー推進費３００万円の補正計上は、再生可能エネルギー設備等導入支援事業補助

金、太陽光発電設備設置奨励金につきましては、対象となる設備を設置した事業者や

個人に対し設置費用の一部を助成するものでございます。２２目光ファイバー管理費、

１４節工事請負費４３７万５，０００円を補正計上するものですが、受益者から送電

設備の増設要望が２か所あったことから工事の所要額を補正計上してございます。２

５目地域おこし協力隊費につきましては、予算の組替えでありますが、現在まちづく

り支援員をまちづくりぬまたへ配置しておりますが、今後委託型に任用変更し、まち

づくりぬまたが主体的に人材育成を行い、将来的にまちづくりぬまたの担い手として

就職できるよう任用変更するものです。また、新たにＩＴの専門知識を有する協力隊

員を募集中であり、採用となれば同じく委託型とすることで予算の組替えを行ってお

ります。１５ページをお開きください。２６目物価高騰対策事業費１，８００万円を

補正計上するものですが、物価高騰による消費低迷と経済活動の停滞が危惧されるこ

とから、町民の生活を直接支援するために、町民１人当たり６，０００円の生活支援
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商品券を配付することとし、必要となる所要額をそれぞれ予算計上してございます。

財源は、新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金を計上してございます。

２項徴税費、２目賦課徴収費、１０節需用費８万円の補正計上ですが、令和５年７月

から道路交通法の一部を改正する法律のうち特定小型原動機付自転車、いわゆる電動

キックボードの交通方法などに関する規定が施行されることとなり、交通ルールの厳

格化に併せて特定原付の標識、ナンバープレートを装着することが義務づけられるこ

とからナンバープレートを新たに作成する費用を予算計上してございます。１６ペー

ジをお開きください。３款民生費、１項１目社会福祉総務費、２７節繰出金３０万２，

０００円の増額補正は、国保加入者の人間ドック費用の一部を助成することとし、国

民健康保険特別会計へ繰り出すものです。住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付

金１，６６９万３，０００円を補正計上するものですが、令和５年６月１日現在にお

いて住民税非課税世帯を対象に１世帯３万円を支給するものです。１０節需用費、１

１節役務費につきましては、支給に関わる事務費、手数料を計上しており、１２節委

託料１５０万円の補正計上は、給付金業務システム構築に係る委託料です。１８節負

担金補助及び交付金１，５００万円は、対象世帯５００件分の給付を見込み予算計上

しております。財源は、事務費を含め全額国庫補助金を補正額と同額計上してござい

ます。２目高齢者福祉費１８節負担金補助及び交付金４６３万４，０００円の補正計

上ですが、除雪作業を自力で行うことが困難な高齢者世帯などの除雪費用の一部を助

成する事業を昨年同様継続実施するものでございます。２７節繰出金、養護老人ホー

ム特別会計繰出金６０万円の増額補正ですが、物価高騰対策事業で御説明いたしまし

たが、町民の生活支援策として生活支援商品券を配布することとしておりますが、施

設入所者に対しては食による楽しみを提供することとし、養護老人ホーム特別会計へ

繰り出すものでございます。３目介護支援費、２７節繰出金５３万４，０００円の増

額補正です。特別養護老人ホーム特別会計及び高齢者グループホーム特別会計に、和

風園同様繰り出しを行うものでございます。２項２目子育て支援費、７節報償費、子

育て世帯冬季暖房経費助成事業１７５万円の補正計上ですが、前年までは中学生以下

の子供を養育する世帯に対し暖房費の一部を助成しておりましたが、対象を高校生以

下の子供を養育する世帯に拡充いたしまして、子育て世帯の負担軽減を図ることとし、

予算計上しております。講師謝金７０万円の減額は、１７ページの１８節負担金補助

及び交付金、認定こども園研修費補助金７０万円と組替え予算になってございます。

当初は、保育士の保育力向上を図るための研修講師に直接町から謝金を支払うことと

しておりましたが、こども園が自主的、計画的に研修を実施するための補助金を交付

することといたしまして、予算の組替えを行うものでございます。２２節償還金利子

及び割引料６０万７，０００円の補正計上は、保育士等処遇改善特別交付金返還金で、

令和３年、４年度の実績に伴い返還金が生じたものです。保育士人材確保支援事業３
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６９万６，０００円の補正計上は、認定こども園において保育の質の向上とより安全

な保育を実現するため、保育基準以上の人員配置に係る人件費を補助することで、手

厚い幼児保育の向上と子育て環境の充実を図ることとし、予算計上してございます。

出産・子育て応援交付金支給事業２３万１，０００円の補正計上は、母子健康手帳の

電子化と母子保健、子育て支援のＤＸ化により、子育て世帯の利便性向上を図るもの

です。財源は、国費、道費合わせ４分の３の補助金を計上してございます。５目子育

て交流広場費につきましては、会計年度任用職員の期末手当に不足が生じる見込みか

ら予算を組み替えるものでございます。４款衛生費、１項３目感染症予防対策費５２

７万５，０００円を補正計上するものですが、壮年期以降の帯状疱疹の発症を予防し、

健康寿命の延伸を図るため、帯状疱疹ワクチン接種費用の一部を助成する費用を予算

計上してございます。５目母子保健費２１０万７，０００円の増加補正は、妊産婦等

交通費助成事業と初回産科受診料支援事業ですが、国が行う事業においては、低所得

の妊婦に対する初回産科受診料支援事業を行っておりますが、町独自の施策として、

全ての妊婦の初回産科受診料の全額と受診に係る交通費を助成することとし、予算計

上しております。不妊治療費助成事業費１９２万３，０００円の増額は、当初予算８

０万円を計上しておりましたが、治療費が高額なことに加え、申請者が増えることが

想定されることから、不足額を見込み予算計上するものです。７目乳幼児等医療費６

万９，０００円の補正計上ですが、未熟児幼育医療費国庫補助金返還金で、令和４年

度の実績に伴い返還金が生じたものでございます。１８ページをお開きください。２

項２目塵芥処理費２４万６，０００円の増額補正ですが、４月２１日に発生した火災

に伴う火災廃棄物処理について廃棄物手数料の減免申請書の提出があり、火災事故と

判断し減免を認め、係る費用を予算計上したものです。財源の北空知衛生施設組合ホ

イールローダ更新事業債ですが、ホイールローダ更新費用を当初一般財源で計上して

おりましたが、過疎債の適用を受けたことから財源振替を行うものです。３項１目上

下水道施設費、２７節繰出金３４８万５，０００円の増額計上ですが、国道２７５号

線、共成地区の防雪柵設置工事に伴い支障となる配水管の移設設計業務とインボイス

制度に対応する料金システム回収に係る費用を上下水道事業会計へ繰り出すものでご

ざいます。１９ページを開きください。６款農林水産業費１項６目農業総合対策費１

８節負担金補助及び交付金２５４万６，０００円を補正計上するものですが、加工用

トマト拡大推進事業補助金は、加工用トマト生産日本一の町を目指す取組として北海

道加工用トマト拡大協議会と連携したＰＲイベント、体験型事業の開催やＳＮＳを活

用した加工用トマトに関わる情報発信を行い、普及啓蒙を図るため補助金を交付する

ものです。農地流動化円滑支援事業補助金は、令和４年度で第７期の支援事業が終期

を迎え、第８期、４年間の事業として引き続き支援事業を行うもので、沼田農業の持

続的発展と遊休農地の発生を抑え、効率的な営農を継続させるため、農地取得に対す
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る支援を行うこととし、必要となる費用を予算計上しております。財源ですが、当初、

農業振興基金を財源としておりました事業の一部をふるさとづくり基金に財源振替を

行っております。また、農地流動化円滑支援事業の財源として、農地流動化基金を補

正額と同額で計上しております。８目農産加工場費、１１節役務費、損害賠償保険料

１万５，０００円の増額補正は、保険料の見直しにより不足が生じることから増額計

上してございます。９目基幹水利施設管理事業費、恵比島揚水機場施設管理費、光熱

水費５０万円を増額補正するものですが、今後の使用料の増加を見込み不足する額を

予算計上するものです。財源は、管理事業費道補助金６割、受益者負担分３割、北竜

町の負担金を計上してございます。２項１目林業振興費、新規の事業でございますが、

おめでとう赤ちゃんファーストウッド木育事業３９万円を補正計上するもので、森林

環境譲与税を活用した事業ですが、沼田町の将来を担うお子様の誕生を祝い、地域材

を使用した木製玩具と食器を贈る木育事業に係る所要額を予算計上してございます。

なお、今年度においては２か年分といたしまして、３０セットを製作することとして

ございます。２０ページをお開きください。７款商工費、１項１目商工業振興費２，

０００万円を補正計上するものですが、１２節委託料、着地型観光旅行商品開発事業

委託料５６０万円は、産学官連携、まちづくりぬまた、北海学園大学、町との連携に

より着地型観光旅行商品を開発し、社会実装を目指すに当たり、地域力創造アドバイ

ザー招聘や産学官連携コーディネート費用に係る所要額を予算計上してございます。

１８節負担金補助及び交付金１，４４０万円を補正計上するものですが、沼田町商業

活性化チャレンジ支援事業は、中小企業の振興・発展及び商店街の活性化を図るため

の事業に対し支援を行い、経営の安定維持及び商店街の活性化の促進を図る事業に対

し補助金を交付するものです。事業継続・魅力向上ぬまた活性化支援事業は、店舗の

新築や空き店舗などを活用した新たな商業活動、起業や商品開発などへの取組、まち

おこし事業や自主的・継続的なまちづくりの取組、事業を継続するための取組などへ

費用の一部を助成し、町の活性化を図るため補助金を交付するものです。地域商社構

築事業補助金は、まちづくりぬまたが地域を活性化する地域商社として自走していけ

るための支援を行うもので、ポータルサイト構築・運用、デジタルマーケティング強

化のための補助金を交付するものです。８款土木費、２項１目道路橋梁維持費、１４

節工事請負費３，０４０万円の補正計上は、町道更新３号線更新３号橋護岸ブロック

補修工事で、河川管理者の北海道が行う護岸補修工事と同時、施工時期を合わせて補

修工事を行うものでございます。４項１目公共下水道費、２７節繰出金、公共下水道

特別会計繰出金３０４万６，０００円の増額補正は、インボイス制度に対応する料金

システム改修に係る費用と消費税確定申告に伴い、不足する額を見込み、下水道事業

特別会計へ繰り出すものです。５項１目住宅管理費、１４節工事請負費１，１４９万

円の補正計上ですが、旭町公営住宅２６・２７・２８棟屋根塗装工事で、屋根塗装の
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劣化が激しく、さびが浮き、腐食が進んでいることから、塗装工事を行うものでござ

います。９款消防費、１項１目消防施設費、１８節負担金補助及び交付金１９５万円

の増額計上ですが、５月末に実施した消火栓点検において判明いたしました、腐食が

進み、交換が必要となった消火栓の修繕料について、深川地区消防組合負担金を増額

して対応するものです。２１ページです。２目防災費３２３万円の補正計上ですが、

防災体制の充実を図るため、防災の専門性を有し、必要となる知識・経験を有する地

域防災マネジャーの資格を持ちます会計年度任用職員を採用することとし、人件費な

ど所要額を予算計上してございます。２２ページをお開きください。１０款教育費、

１項２目事務局費６万円の増額補正ですが、区域外就学制度を活用し、住民票を移動

せず転校できる仕組みでございます山村留学導入に向けた調査検討を進めるため、道

内の先進地視察に係る旅費を予算計上してございます。４目教員住宅管理費、１４節

工事請負費７０２万９，０００円の補正計上ですが、計画的に改修しております建築

後３０年以上が経過した西町教員住宅二階建ての１室が４月で空室となったことから、

内装、水回りのリフォームを行い、新たな教員の入居を促すものでございます。２項

３目スクールバス費、１１節役務費、手数料３万８，０００円の増額補正は、町営バ

ス運行費でも御説明いたしましたが、車検、法定点検時の車両運搬に係る費用を増額

計上しております。４項２目社会教育推進事業費、１２節委託料３０万円を補正計上

するものですが、子供たちが自然体験を通じ、非認知能力など生きる力を育むため、

そらち自然学校のプログラムを沼田小学校の授業に取り入れることとしており、そら

ち自然学校への委託業務として予算計上してございます。３目活性化センター費、１

０節需用費２９万７，０００円の増額補正ですが、北竜地区活性化センターの屋根修

繕を行っていたところでございますが、トタンをめくった際に、修繕予定箇所以外の

木下地が腐食していたため、追加修繕が必要となり、所要額を計上したものでござい

ます。５目化石レプリカ工房費、１４節工事請負費１，７５０万円を補正計上するも

ので、旧化石レプリカ工房を解体するものですが、昭和４１年建築で５７年が経過し、

老朽化が進んだことで、今後の使用見込みもないことから、取り壊す所要額を予算計

上してございます。財源は過疎債を充当することとしてございます。２３ページをお

開きください。６項１目学校給食費については、財源の振替を行っているところです

が、子供の心身の健やかな成長を社会全体で支援する取組の一環といたしまして、小

中学校の給食費を無償化し、子育て家庭の負担軽減を図ることとしております。１２

款諸支出金、１項３目減債基金費、２４節積立金７００万円の増額補正は、旧化石レ

プリカ工房の解体の財源として過疎対策事業債を借り入れ、充当することとし提案し

ておりますが、償還の際の交付税算入率を６割と見込み、残りの４割に当たる７００

万円を減債基金に積み立て、元金償還の際の財源とするものでございます。５目ふる

さとづくり基金費、２４節積立金４００万円の減額補正ですが、キャンパスライスプ
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ロジェクトで、大学生緊急支援として寄附金を募っていることから、支援前発送委託

料の財源とするため予算を組み替えるものです。８目移住定住応援基金費、２４節積

立金９，０００万円を補正計上するものですが、今後４年分の奨励金事業の財源とし

て応援基金に積み立てるものでございます。１３目農地流動化基金費、２４節積立金

２，５００万円を補正計上するものですが、先ほど御説明した農地流動化円滑化支援

事業補助金の財源とするため、農業振興基金から積み立てるものでございます。９ペ

ージへお戻り願いたいと思います。１２款地方交付税、１項１目地方交付税１億１，

６４９万５，０００円を減額するものでございます。前年度繰越金の確定による計上

と今回歳出に特定財源などを充当し、地方交付税を減額いたしまして、収支の均衡を

図ったものでございます。１４款分担金及び負担金、１項１目農林水産業費分担金、

２項２目農林水産業費負担金につきましては、基幹水利施設管理事業の受益者負担金

です。３目教育費負担金につきましては、給食費無償化による保護者負担金を減額整

理してございます。１６款国庫支出金につきましては、歳出で御説明した物価高騰対

策商品券配布事業や給食費無償化、住民税非課税世帯等への３万円の支給事業、母子

手帳アプリ運用事業の国庫負担分を計上してございます。１７款道支出金、２項２目

民生費道補助金、母子手帳アプリ運用事業の北海道負担分の計上、４目農林水産業費

道補助金は、基幹水利施設管理事業の北海道負担分の補助金を計上してございます。

１０ページ、２０款繰入金につきましては、歳出でそれぞれ御説明いたしました各事

業の繰入れ実行について計上してございます。１１ページ、２１款繰越金１億４，５

８６万８，０００円の増額につきましては、前年度繰越額確定に伴います増額補正で

ございます。２３款町債２，４７０万円の増額補正は、１項１目衛生債、５目教育債

につきましては、説明欄に記載のとおり各事業に対する起債額の補正計上でございま

す。５ページへお戻りください。第２表、地方債の補正、追加でございます。起債の

目的、北空知衛生施設組合ホイールローダー更新事業、限度額７２０万円、旧化石レ

プリカ工房解体事業、限度額１，７５０万円、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては、記載のとおりでございます。以上、申し上げまして提案説明とさせていた

だきます。御審議のほどよろしくお願いします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

○１番（畑地誉議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。畑地議員。 

○１番（畑地誉議員）１番、畑地です。２０ページの地域商社構築事業補助金のとこ

ろでちょっと質問をさせてください。ＥＣサイトを立ち上げたり、デジタルマーケテ

ィングというようなお話をされておりましたけれども、取り扱うメニューについてち

ょっと教えていただきたいんですが、例えば沼田の雪中米ですとか、トマトジュース
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でしたら分かるんですけれども、このＥＣサイトを立ち上げることによって、例えば

個人の業者といいますか、例えば私であれば自分で作った農産物だとか、そういった

ものを出店してくれとか、そういった方法が取れるのかどうか、そういうＥＣサイト

になるのかどうか、教えていただきたいと思います。 

○議長（小峯聡議長）はい。産業創出課長。 

○産業創出課長（赤井圭二産業創出課長）ただいまの質問についてお答えいたします。

地域商社構築事業、これはまちづくりぬまたが独自でＥＣサイトを構築しまして、沼

田町の特産品はもちろんですが、今、畑地議員がおっしゃったように、例えば個人の

取り扱う野菜や農産物、そして商店で扱っている一般の商店の商品、これも全てひっ

くるめて扱えないかという検討をしていきたいと思っています。ですので、できるだ

け沼田町にまつわる産品、そして商品をこのＥＣサイトで一括扱えないか、そちらの

ほうの検討をしていきたいというふうに考えています。 

○１番（畑地誉議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。畑地議員。 

○１番（畑地誉議員）以前にも、たしか１２月でしたかね、定例会で自然学校のこと

について聞いたんですけども、そこでもＥＣマーケットをやりたいというような話が

ありましたけども、例えば沼田町内のそういったものを統合するようなイメージで考

えるのか、それとも民間は民間でそれぞれ自分の特定サイトを持っていたり、個人で

どこかに出したりとかというのは当然、いろんなアマゾンだとか楽天だとかいろんな

マーケットあるんで、それは自由だと思うんですけれども、ここの商社の狙いという

のは、いろんなものを集めていきたい、これを売りたいというこちら側の、生産者側

の希望をある程度聞いてくれるようなＥＣサイトになるということの理解でよろしい

んですか。 

○議長（小峯聡議長）産業創出課長。 

○産業創出課長（赤井圭二産業創出課長）生産者からの希望といいますか、これはま

ちづくりぬまたも株式会社ですので、当然ＥＣサイトを運営するにはお金がかかりま

す。ですので、主に想定しているのは、先ほど言ったように沼田町の商店の商品、そ

れから団体ですと野菜ですとか、そういった法人といいますか、団体に対して考えて

おります。そこに当然手数料とかも発生いたしますので、あるいは決済に対する費用、

ですので、一概に広くというよりも、その辺ＥＣサイトを一緒に運営していただける

方、一緒にやっていただける方に対して募集はしていきたいというふうに考えていま

す。 

○１番（畑地誉議員）はい。分かりました。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。ほかに質疑はありませんか。 

○６番（伊藤淳議員）はい。 
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○議長（小峯聡議長）はい。伊藤議員。 

○６番（伊藤淳議員）はい。６番、伊藤です。給食費の無償化について質問をさせて

いただきます。令和元年度の第２回の定例会のときに、給食費無償化を求める意見書

というものが提出されまして、それは討論させていただきました。そのときには、私

は反対をさせていただいて、採択はされてはおるんですけれども、そういった経緯が

ございました。前回の定例会の中で、篠原議員が子育て支援の締めくくりは給食費無

償化ということで質問をされたわけでありますけれども、そのときの町長の答弁の中

では、政策予算の中で検討していきたいということと一方、親の責任といいますか、

対応の中ですることも大事なんじゃないかというようなお話もされておりました。そ

ういったことで、今回の定例会補正の中で財源の振替を行って、これから給食費無償

化について行われるということでございますけれども、改めて給食費無償化に対する

町長の思いといいますか、子育て施策といいますか、その辺を改めてお伺いしたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）はい。この件に関してはいろいろと、これまでにもいろんな議

論をさせていただいたかと思います。政策的予算でもありますので、内部の意向も確

認し、情勢も確認し、さらには管内の状況も確認をした上で、我が町としての子育て

対策の中で取り組んでいこうという、そういう総意の下、提案をさせていただいた次

第でありますので、この点、御理解をいただければというふうに思います。以上です。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。ほかに。 

○６番（伊藤淳議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。伊藤議員。 

○６番（伊藤淳議員）今日、全協で伺いますと、周りの北空知の市町村もほとんどの

地域が行っているということでございますけれども、私もどちらからというと、前回

町長の言われていた親の衣食住に関しては親の責任といいますか、受益者負担といい

ますか、そんなことを思いながらふだん思っていたわけでありますし、現在も給食費

においては、運営費は町が負担していただいて、食材費のみの保護者の負担というこ

とにもなってございます。そういったことから、私は給食費無償化という、今コロナ

の後であったり、物価高騰のこともあったり、そういったことから当時とは考え方も

変えてもいいのかなというふうには思っておりますけれども、沼田独自の本当に子育

て政策という考え方もあったんではないかなというふうな、周りの市町村と同じよう

なことではなくて、そういう政策の考え方もあったんではないかというふうに思いま

すけれども、町長のお考えはいかがでしょうか。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）いろいろと私もいろんな視点で考えておりましたので、質問に
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あるようなそういう独自の施策ということもあったのかなというふうには思います。

ただ、やはり町民からのそういう御意見も直接要請もされたりもしていましたし、今

回、国の緊急対策事業の中の一つの推奨事業として給食費の無償化というものも含ま

さっていたというそんな思いから、このことを提案をさせていただいたものでありま

して、改めて子育て対策に関しては、我が町独自の様々な対策については引き続き対

応してまいりたいというふうに思いますので、御理解をいただければというふうに思

います。以上です。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。 

○２番（篠原暁議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○２番（篠原暁議員）はい。２番、篠原です。２１ページに防災対策費のところで、

地域防災マネジャーという、ちょっと私自身は初めて聞いたんですけど、特殊な資格

を持った職員を配置するということなんですが、ちょっと全体の先ほどの中で私聞き

漏らしていたかもしれないんですけども、何か配置の根拠というのがあったのかとい

うことと、あと、こういう非常にスペシャリストというか、特殊な資格を持った職員

を置くに当たって、会計年度任用職員でという対応で、本当に適切なのかどうかとい

うあたりの判断をちょっとお聞きしたいんですけど。 

○議長（小峯聡議長）はい。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）地域防災マネジャーは、昨日の町長の執行

方針のほうにも書かれていたかと思いますが、災害対策基本法、そちらのほうで各自

治体において、そういった防災に対する専門性を有する職員を積極的に配置しなさい

というようなことがうたわれてございます。今回、地域防災マネジャーを採用すると

いうようなことになってくるかと思いますけれども、その資格については、ある一定

の条件を満たした人でなければマネジャーの資格を取れないというようなこともあり

まして、今想定しているところでは、自衛隊の退職者を考えております。この近隣で

いきますと留萌ですとか、ちょっと離れますけども名寄だとか自衛隊基地を有してい

るようなところについては、そういった専門性を有した地域防災マネジャーを採用し

て置いているというようなことで確認してございます。 

○議長（小峯聡議長）よろしいですか。 

○２番（篠原暁議員）はい、ちょっと追加で。 

○議長（小峯聡議長）はい。篠原議員。 

○２番（篠原暁議員）そういう、例えば一例として自衛隊の退職者っていうことを想

定すれば、会計年度任用職員ということもあるのかもしれないですけど、非常に今資

格が限定されるものということなので、沼田町の職員として採用するというのにはな

かなか困難があるのかなとは思うんですけど、会計年度任用職員だとなかなか長く続
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くということはないと思う。継続性なんかを考えたときに、将来的に職員の中からそ

ういう人材を置くというようなことも考えられるんでしょうか。 

○議長（小峯聡議長）はい。総務財政課長。 

○総務財政課長（村中博隆総務財政課長）この地域防災マネジャーというその資格が、

例えば実際に災害に派遣されて、そこで指揮を執った人間ですとか、そういった我々

では体験できないような、そういった災害の現場に配置された人だとかというような

ことが一定の条件になっていますので、我々役場職員がそういった資格を取るという

ことはなかなか難しいのかなというふうに考えてございます。 

○２番（篠原暁議員）はい。終わります。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４２号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４２号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１１、議案第４３号、令和５年度沼田町養護老人ホーム

特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。和風園

園長。 

○和風園園長（安念昌典和風園園長）議案第４３号、令和５年度沼田町養護老人ホー

ム特別会計補正予算について。令和５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算を

別冊のとおり提出する。令和５年６月２１日提出、町長名でございます。会議資料１

１－１、令和５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）の２ページを

お開きください。令和５年度沼田町養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）。令和

５年度沼田町の養護老人ホーム特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０

１４万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億６，３３

３万６，０００円と定める。２項については省略させていただきます。令和５年６月

２１日提出、町長名でございます。今回の補正予算の主な内容について御説明いたし
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ます。国の新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金を活用した食による元気回

復事業の実施に係る食糧費の増額、令和４年度の繰越金確定に伴う財源の組替えを行

うための補正予算でございます。７ページ、歳出を御覧ください。１款総務費、１項

総務管理費、１目一般管理費、２４節積立金の増額については、令和４年度の繰越金

の確定に伴い、９５４万８，０００円を積み立てるものでございます。２款１項１目

事業費でございますが、国の新型コロナウイルスの臨時交付金を活用いたしました食

による元気回復事業を実施することを目的として、一般会計から６０万円を需用費に

繰り入れ、財源とするものでございます。６ページ、歳入を御覧ください。６款繰入

金、１項１目１節一般会計繰入金６０万円の増額でございますが、歳出で御説明した

食による元気回復事業に係る経費を一般会計から繰り入れるものでございます。２項

１目１節基金繰入金３９２万５，０００円の減額でございますが、令和５年当初予算

で計上していた業務用食器洗浄機２０３万５，０００円、それと４月下旬に園内で発

生した５月臨時議会で議決いただきました、新型コロナ感染症に伴うかかり増し経費

１８９万円を令和４年度の繰越金の確定に伴い財源組替えをしたものでございます。

７款繰越金、前年度繰越金でございますが、前年度繰越額の確定に伴い１，３４７万

３，０００円を増額するものでございます。以上で説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４３号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４３号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１２、議案第４４号、令和５年度沼田町特別養護老人ホ

ーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。旭

寿園園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）議案第４４号、令和５年度沼田町特別養護老人
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ホーム特別会計補正予算について。令和５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補

正予算を別冊のとおり提出する。令和５年６月２１日提出、町長名でございます。別

冊、令和５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）の２ページを

お開き願います。令和５年度沼田町特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）。

令和５年度沼田町の特別養護老人ホーム特別会計補正予算（第１号）は、次に定める

ところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ４８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２，４２７万１，

０００円と定める。２項については省略いたします。令和５年６月２１日提出、町長

名でございます。それでは、今回の補正予算の主な内容について御説明いたします。

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した物価高騰支援に関

する補正予算でございます。７ページ、歳出をお開き願います。２款１項１目事業費

です。１０節需用費４８万円の増額につきましては、食による元気回復事業として入

居者へ、町内業者を利用して各種バイキングなどを提供する食糧費４８万円を計上し

ております。６ページ、歳入をお開き願います。４款繰入金、１項１目１節一般会計

繰入金４８万円の増額につきましては、先ほど御説明いたしました需用費を財源とす

るものでございます。以上、説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

○９番（上野敏夫議員）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○９番（上野敏夫議員）９番、上野です。本当お年寄りは食べる物すごく大事だと私

いつもこの場所で言わせてもらっているんですけどね、地元の食、地元の商店からお

いしいものを購入するような話、説明を受けたんですけど、本当に味を園長なり誰か

が見た中で、おいしいものを提供するのか、それともただお年寄りに地元の食料品を

提供するのか、その辺のお年寄りに対するおいしい、喜ばれるものということをお願

いしたいんだけど、その辺の園長の考えをお聞かせください。 

○議長（小峯聡議長）旭寿園園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）今回の食に関する元気回復事業並びに通常の入

居者の食料におきましては、常日頃、栄養士並びに調理員と打合せした中で、おいし

い食を町内を中心としたものを提供しています。今回の食の元気については、通常の

食料以外になかなか外出機会が減っている中で、嗜好品として新たなレク、そういう

ものを中心に提供する予定でございまして、そこの食の品質というよりは外出支援、

またはそういう機会が減っている、そういうところのものに今回事業として考えてい

るところでございます。 
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○９番（上野敏夫議員）はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。上野議員。 

○９番（上野敏夫議員）今園長が答えていただいた食だけでない、外出するためにも

若干使われるようなことで理解していいんですか。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）ごめんなさい。はい。 

○議長（小峯聡議長）はい。旭寿園園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）失礼しました。誤解を招く発言申し訳ございま

せん。今まで外出の機会がなかなかコロナで減っておりまして、現在も５類になった

中ではございますが、施設においては感染発生した場合、なかなか外出の機会が減る

ことも想定されます。そういう部分で園内でいかに利用者の体力向上、そういうもの

で、それを食として園内のレクで還元するものでございます。 

○９番（上野敏夫議員）はい。いいです。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑ありませんか。はい。久保議員。 

○４番（久保元宏議員）４番、久保です。園長のところの利用者というのはいろんな

方がいらっしゃるので、体力的にも、精神的にも不安、お疲れになっている方に対し

ては、どのようなものをやっているのかとか、全くそれぞれの利用者に全く同じもの

をサービスされているのか、そういう多様性のある利用者に対する工夫があれば御紹

介ください。 

○議長（小峯聡議長）旭寿園園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）常日頃の食に関しましては、まず第１の前提と

しまして、栄養士により各個人の栄養マネジメントというもので、栄養計画がござい

ます。その中で、それぞれの栄養、どの方がどういう嗜好ということを話した中で、

多職種において、それプラスその方にどういうものが必要かというのを常日頃話して

いる、言わばカンファレンス、こういうものを定期で開いてやっているものと、園内

で実施する事業、例えば節目の事業、ジンギスカン、クリスマス、お正月、こういう

ものは一体的に提供して、それぞれの園内事業、個々の栄養マネジメント、そういう

もので考えているとこでございます。 

○４番（久保元宏議員）今回の事業では。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）今回に関しましては、園内の事業、またはその

状況にございますが、感染によってなかなか難しい場合は、園内の中でグループごと

に分散してそれぞれやるような手法も想定しております。 

○議長（小峯聡議長）はい。久保議員。 

○４番（久保元宏議員）この国側の予算というのは、ある意味でコロナに対して国民

の生活をある程度和ませるという思想があると思うんですけれど、利用者の方で国側

の気持ちが伝わらなければなかなか厳しいのがあるので、例えば家族の方とか周辺の
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方にこの予算の根拠みたいのをある程度分かってもらえるような使い道が必要ではな

いかなと思うんですが、そのことに関しても特に通常のお仕事の延長という形でやら

れたのかどうか。 

○議長（小峯聡議長）旭寿園長。 

○旭寿園園長（荒川幸太旭寿園園長）回答になっているかあれですが、旭寿園におき

ましては、毎月定期で身元引受人の方に発行誌を出しています。それにおきまして、

今回議案で承認された場合の使い道等をそれぞれ御家族にこういうふうに使っている、

そのような説明をさせていただいているところでございます。 

○４番（久保元宏議員）よろしいです。 

○議長（小峯聡議長）ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４４号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４４号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１３、議案第４５号、令和５年度沼田町高齢者グループ

ホーム特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。

なごみ施設長。 

○なごみ施設長（荒川幸太なごみ施設長）議案第４５号、令和５年度沼田町高齢者グ

ループホーム特別会計補正予算について。令和５年度沼田町高齢者グループホーム特

別会計補正予算を別冊のとおり提出する。令和５年６月２１日提出、町長名でござい

ます。別冊、令和５年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予算（第２号）の

２ページをお開き願います。令和５年度沼田町高齢者グループホーム特別会計補正予

算（第２号）。令和５年度沼田町の高齢者グループホーム特別会計の補正予算（第２号）

は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に

歳入歳出それぞれ５万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ５，４６０万７，０００円と定める。２項については省略いたします。令和５年６

月２１日提出、町長名でございます。 
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（「説明省略」の声あり） 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４５号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４５号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１４、議案第４６号、令和５年度沼田町介護保険特別会

計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。保健福祉課長。 

○保健福祉課長（小玉好紀保健福祉課長）議案第４６号、令和５年度沼田町介護保険

特別会計補正予算について。令和５年度沼田町介護保険特別会計補正予算を別冊のと

おり提出する。令和５年６月２１日提出、町長名でございます。資料１４－１、令和

５年度沼田町介護保険特別会計補正予算（第１号）、２ページを御覧ください。令和５

年度沼田町介護保険特別会計補正予算（第１号）。令和５年度沼田町の介護保険特別会

計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補正、第１条、

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２，０５４万７，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億１，２７４万３，０００円と定める。２項、省

略させていただきます。令和５年６月２１日提出、町長名でございます。今回の補正

に係る主な内容でございますが、令和４年度決算に伴う繰越金の確定と前年の実績に

基づきます介護給付費の国などへの返還金を補充する内容となっております。７ペー

ジを御覧願います。歳出でございます。３款基金積立金、１項１目介護給付費準備基

金積立金１，１８７万８，０００円の増額補正につきましては、繰越金の確定に伴い

繰越金をこの後説明いたします償還金に充てた残り分を基金積立てとするものでござ

います。５款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、２目償還金８６６万９，０００

円の増額補正につきましては、国、道などから交付されております介護給付費につき

まして、過年度の実績に基づき精算をする額を介護給費等返還金として補正するもの
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でございます。続きまして、６ページを御覧願います。歳入でございます。７款１項

１目繰越金２，０５４万７，０００円の増額補正につきましては、前年度からの繰越

額が確定したことにより、前年度繰越金として増額とするものでございます。以上申

し上げまして、提案説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４６号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）異議なしと認めます。よって、議案第４６号は原案のとおり可

決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１５、議案第４７号、令和５年度沼田町国民健康保険特

別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。保健福祉

課長。 

○保健福祉課長（小玉好紀保健福祉課長）議案第４７号、令和５年度沼田町国民健康

保険特別会計補正予算について。令和５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算を

別冊のとおり提出する。令和５年６月２１日提出、町長名でございます。会議資料１

５－１、令和５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、２ページを御覧

ください。令和５年度沼田町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）。令和５年度沼

田町の国民健康保険特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳

入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１６９万８，

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５億５２５万４，０００

円と定める。２項、省略させていただきます。令和５年６月２１日提出、町長名でご

ざいます。今回の補正につきましては、令和４年度決算に伴う繰越金の確定、また保

険税率の改正に基づきます保険税の減額補正、そしてこれに伴い不足する財源に充て

るため、基金からの繰入金を増額するものが主な内容となっております。９ページを

御覧願いたいと思います。歳出でございます。１款総務費、１項総務管理費、１目一
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般管理費４万５，０００円の増額補正ですが、国が進めておりますマイナンバーカー

ドと健康保険証の一体化に関し、国が作成する周知用のチラシをカラー印刷するため

の費用を増額補正するものでございます。なお、これに係る費用につきましては、国

からの特別交付金として全額補助されることになっております。３款１項１目国民健

康保険事業納付金６９万９，０００円の減額補正ですが、北海道に納めます国民健康

保険事業納付金の額が、当初予算では北海道から示された仮の係数とさせていただい

たところですが、このほど確定額として１億６，２８７万８，０００円の通知があっ

たことから、差額を減額補正するものでございます。６款１項保健事業費、１目保健

衛生普及費３０万２，０００円の増額補正ですが、令和５年度の新たな事業として、

人間ドックを受診した際にオプションとなっている子宮がん、乳がん、前立腺がんの

検査を受けた場合に、その費用の一部を助成するという事業を提案するもので、その

助成に係る費用として３０万２，０００円を増額補正するものでございます。次に、

その下、２項１目特定健康審査等事業費１８７万１，０００円の減額補正ですが、例

年実施しております特定健診の受診率向上に向けた未受診者対策に係る委託事業につ

きましては、昨年まで各自治体ごとに委託業務を実施していたところですが、本年か

らは国保連合会の共同事業として実施することとし、これにより委託費用が軽減され

ることから、減額補正するものでございます。８款諸支出金、１項償還金及び還付加

算金、１目一般被保険者保険税還付金３７万５，０００円の増額補正ですが、前年度

の実績を基に令和５年度における還付金額を見込み、増額補正するものでございます。

続きまして、１０ページを御覧ください。２目特定健康審査等負担金償還金１５万円

の増額補正ですが、令和４年度の特定健康審査等負担金の実績に基づき、過大交付と

なる返還金額を１５万円と見込み、増額補正するものでございます。続きまして、８

ページを御覧いただきたいと思います。歳入でございます。１款国民健康保険税、１

項１目一般被保険者国民健康保険税１，６１６万２，０００円の減額補正ですが、国

民健康保険税につきましては、北海道に納付します事業納付金の財源となるものです

けれども、後ほど歳入の５款で説明いたします基金からの繰入金等を、事業納付金の

財源として見込んだ中で、保険税の必要額を算出し、医療費給付費分、後期高齢者支

援金分、介護納付金分につきまして、それぞれ減額補正するものでございます。３款

道支出金、１項道補助金、１目保険給付費等交付金１８２万６，０００円の減額補正

ですが、歳出で説明いたしましたが、特定健診の未受診者対策に係る委託事業が国保

連合会の共同事業となり、委託費用が減少することに伴い、道からの交付金も減額と

なるものでございます。５款繰入金、１項１目一般会計繰入金３０万２，０００円の

増額補正ですが、歳出で説明いたしました、本年度より新たに実施いたします人間ド

ックのオプションとなっている子宮がん、乳がん、前立腺がんの検査を受けた際に、

その費用を助成する事業に対し、がん検診助成繰入金として一般会計から繰り入れる
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ものでございます。次に、その下、２項１目基金繰入金１，５００万円の増額補正で

すが、昨今の燃料費や物価の高騰という実情を踏まえ、保険税額の負担を抑えるため

に、国民健康保険財政調整基金から１，５００万円を繰り入れるものでございます。

６款１項１目繰越金９８万８，０００円の増額補正ですが、令和４年度の余剰金１９

８万８，０００円を本年度に繰り越すことによる増額補正でございます。以上、申し

上げまして、提案説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４７号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４７号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１６、議案第４８号、令和５年度沼田町後期高齢者医療

特別会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。保健福

祉課長。 

○保健福祉課長（小玉好紀保健福祉課長）議案第４８号、令和５年度沼田町後期高齢

者医療特別会計補正予算について。令和５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予

算を別冊のとおり提出する。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。会議資

料１６─１、令和５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、２ページ

を御覧ください。令和５年度沼田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。令和

５年度沼田町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８１

万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７，２８１万７，

０００円と定める。２項を省略させていただきます。令和５年６月２１日提出。町長

名でございます。今回の補正につきましては、令和４年度決算に伴う繰越金の確定に

より補正処理を行うものでございます。７ページを御覧願います。歳出でございます。
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２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金８１万７，０００円の増額補正ですが、

過年度からの滞納繰越分７５万８，０００円と、出納閉鎖期間に納入された保険料５

万９，０００円、合わせて８１万７，０００円を広域連合への保険料負担金として増

額補正するものでございます。続きまして、６ページを御覧ください。歳入でござい

ます。１款１項１目後期高齢者医療保険料７５万８，０００円の増額補正につきまし

ては、滞納繰越分として処理する保険料につきまして計上するものでございます。３

款１項１目繰越金につきましては、出納閉鎖期間に現年度分として納められました保

険料５万９，０００円につきまして、前年度からの繰越金として増額補正するもので

ございます。以上、申し上げまして、提案説明とさせていただきます。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４８号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４８号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１７、議案第４９号、令和５年度沼田町公共下水道特別

会計補正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）議案第４９号、令和５年度沼田町公共下水道特別会

計補正予算について。令和５年度沼田町公共下水道特別会計補正予算を別冊のとおり

提出する。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。配付データの１７─１、

令和５年度沼田町公共下水道特別会計補正予算（第１号）の２ページを御覧ください。

令和５年度沼田町公共下水道特別会計補正予算（第１号）。令和５年度沼田町の公共下

水道特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。歳入歳出予算の補

正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３０４万６，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億６，２８３万６，０００円と定める。２

項を省略とさせていただきます。債務負担行為。第２条、地方自治法第２１４条の規
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定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、第２表債

務負担行為による。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。今回の主な補正

内容につきましては、歳出では、下水道事業会計としてインボイス制度に対応するた

めの既存料金システムを改修するための費用と、令和４年度消費税の確定申告に伴い

不足する納入額を増額し、歳入では、歳出の増額に伴い不足する財源を一般会計から

の繰入金を増額することにより、収支の均衡を図ります。また、今年度から進めます

沼田浄化センター外電気設備更新工事業務委託（自家発電設備・受変電設備）が、２

か年にわたる計画が必要となることから、債務負担行為を設定することが主な内容で

ございます。歳出から説明させていただきます。７ページを御覧ください。 

（「説明省略」の声あり） 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第４９号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第４９号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 一 般 議 案 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１８、議案第５０号、令和５年度沼田町水道事業会計補

正予算についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。建設課長。 

○建設課長（瀧本周三建設課長）議案第５０号、令和５年度沼田町水道事業会計補正

予算について。令和５年度沼田町水道事業会計補正予算を別冊のとおり提出する。令

和５年６月２１日提出。町長名でございます。配付データの１８─１、令和５年度沼

田町水道事業会計補正予算（第１号）の３ページを御覧ください。令和５年度沼田町

水道事業会計補正予算（第１号）第１条、令和５年度沼田町の水道事業会計の補正予

算（第１号）は、次に定めるところによる。業務の予定量。第２条、予算第２条第４

号を次のように改める。（４）主要な建設改良事業費８，４６７万５，０００円。収益

的収入及び支出。第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のと
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おり補正する。収入第１款事業収益では、１２８万５，０００円を増額し、１億５，

０９３万３，０００円とし、支出第１款事業費用では、１２８万５，０００円を増額

し、１億５，０９３万３，０００円とするものでございます。以下、それぞれお目通

しください。資本的支出。第４条、予算第４条本文中括弧書中「５０８万１，０００

円」を「７２８万１，０００円」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。

支出第１款資本的支出では、２２０万円を増額し、８，９１９万１，０００円とする

ものでございます。以下、お目通しください。他会計からの補助金。第５条、予算第

８条本文中、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額「５，９５７万円」を「６，

０８５万５，０００円」に改める。令和５年６月２１日提出。町長名でございます。

今回の主な補正内容につきましては、収益的収入及び支出では、水道事業会計として

インボイス制度に対応するための既存料金システムを改修するための費用と、関連す

る納入通知書の印刷経費を増額させていただくとともに、収益的収支の均衡を図るた

め、一般会計からの繰入金を増額するものでございます。また、資本的支出では、次

年度以降に予定をされております国道２７５号線の共成地区への防雪柵の設置工事に

伴い、支障となります配水管の移設工事の実施設計業務に係る経費を計上させていた

だくことが主な内容でございます。 

（「説明省略」の声あり） 

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。これより討論に入り

ます。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。議案第５０号につ

いて採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、議案第５０号は原案のとおり

可決されました。 

 

（ 人 事 案 件 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第１９、同意第４号、農業委員会委員の任命についてから、

日程第３０、同意第１５号、農業委員会委員の任命についてまでの１２件を一括して

議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、日程第１９から日程第３０ま

でを一括議題とすることに決定しました。日程第１９、同意第４号、農業委員会委員

の任命についてから、日程第３０、同意第１５号、農業委員会委員の任命についてま

でを一括議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）同意第４号から同意第１５号で御提案しております、農業委員

会委員の任命についての提案を申し上げます。農業委員会委員の任命につきましては、

農業委員会法の改正により、平成２９年の改選から、町議会の同意を得て、町長によ

る任命制に制度改正が図られており、現農業委員の任期が令和５年７月１９日をもっ

て満了となりますことから、農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、

議会の同意を求めるものであります。なお、提案をさせていただいております候補者

につきましては、沼田町農業委員候補者評価委員会において、候補者の評価が行われ、

その結果、候補者１２名は農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進及

び農業委員会の所掌に関する事項に関し、その職務を適切に行うことができる者とし

て、評価委員会より報告を受けております。それでは、同意を頂く方々に関して、一

括して提案させていただきます。お１人目が住所、沼田町南一条４丁目５番１号。氏

名が吉田春美氏。生年月日は御覧のとおりです。推薦理由につきましては、吉田氏は

利害関係のない者として一般枠により推薦を受けた方ですが、町内で印刷業に４０年

にわたり従事し、平成１９年からは会社の代表を務められており、この間、沼田町商

工会役員及び本町情報公開個人情報保護審査委員並びに行政不服審査会委員を務めて

いただくとともに、多くの地域団体の役員を歴任されるなど、幅広く地域振興に尽力

いただいており、農業を基幹産業とする本町において、女性の立場から商業と農業の

橋渡し役などを通じ、将来に向けた農業振興の一翼を担っていただける方で、農業委

員会業務に貢献できる方であります。お２人目が、住所が沼田町字東予１０８０番地、

氏名が青木和幸氏。生年月日は御覧のとおりです。青木氏は、沼田町土地改良区より、

今回新たに農業委員として団体推薦を受けた方ですが、農事組合長、土地改良区総代、

用水管理組合長などを歴任され、現在、土地改良区理事長代理を務められており、農

業情勢に精通され、農業委員会業務に貢献できる方であります。３人目が、住所が沼

田町字沼田１０３番地３８。氏名が堀田勝氏。生年月日は御覧のとおりであります。

堀田氏は、北いぶき農業協同組合より団体推薦を受けた方で、現在１期目の農業委員

として御活躍を頂いており、農事組合長、クリーン米生産協議会会長などを歴任され、

現在、北いぶき農協地区代表理事を務められており、農業情勢に精通され、農業委員

会業務に貢献できる方であります。４人目は、住所が沼田町南一条７丁目６番１０号。
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氏名が中西範行氏。生年月日は御覧のとおりです。中西氏は、沼田東部西農事組合よ

り団体推薦を受け、現在２期目の農業委員であり、今期は農地対策特別委員会委員長

として御活躍を頂いており、農民協役員、北空知農業共済組合共済部長、土地改良区

用水管理組合長などを歴任され、長年農業に従事し、地域の信頼も厚く、農業委員会

業務に貢献できる方であります。５人目が、住所が沼田町南一条４丁目９番１２号。

氏名が吉本祐司氏。生年月日は御覧のとおりであります。吉本氏は、沼田東部西農事

組合より、今回新たに農業委員として団体推薦を受けた方ですが、中山間地域等直接

支払制度推進協議会役員、土地改良区用水管理組合役員等を歴任され、長年農業に従

事し、地域の信頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であります。６人目は、住

所が沼田町字東予１５５６番地。氏名が中村宗寛氏。生年月日は御覧のとおりであり

ます。中村氏は、沼田東部東農事組合より団体推薦を受け、現在２期目の農業委員で

あり、今期は会長職務代理として御活躍を頂いており、長年農業に従事し、地域の信

頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であります。７人目が、住所が沼田町字共

生１２番地の４。氏名が辻幸一氏であります。生年月日は御覧のとおりであります。

辻氏は、沼田東部東農事組合より団体推薦を受け、現在１期目の農業委員として御活

躍を頂いており、北空知農業共済組合評価委員等を歴任され、長年農業に従事し、地

域の信頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であります。８人目が、住所が沼田

町字北竜２０５番地。氏名が和泉浩司氏。生年月日は御覧のとおりであります。和泉

氏は、沼田西部農事組合より団体推薦を受け、現在１期目の農業委員として御活躍を

頂いており、農事組合長、北空知農業共済組合共済部長等を歴任され、長年農業に従

事し、地域の信頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であります。９人目が、住

所が沼田町字恵比島１０８番地６８。氏名が高橋博紀氏。生年月日は御覧のとおりで

あります。高橋氏は、沼田西部農事組合より、今回新たに農業委員として団体推薦を

受けた方ですが、農事組合長、スノークールライスファクトリー施設運営委員等を歴

任され、長年農業に従事し、地域の信頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であ

ります。１０人目の住所が、沼田町字高穂１０５番地１３８。氏名が浦田忠氏。生年

月日は御覧のとおりであります。浦田氏は、沼田中部農事組合より団体推薦を受け、

現在１期目の農業委員として御活躍を頂いており、農事組合長、中山間地域等直接支

払制度推進協議会会長等を歴任され、長年農業に従事し、地域の信頼も厚く、農業委

員会業務に貢献できる方であります。１１人目の住所が、沼田町字沼田１１８番地１

４８。氏名が谷口修一氏。生年月日は御覧のとおりであります。谷口氏は、沼田中部

農事組合より団体推薦を受け、現在１期目の農業委員として御活躍を頂いており、長

年農業に従事し、地域の信頼も厚く、農業委員会業務に貢献できる方であります。１

２人目の住所が、沼田町南一条７丁目６番１２号。氏名が瀧本則光氏。生年月日は御

覧のとおりであります。瀧本氏は、沼田中部農事組合より、今回新たに農業委員とし
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て団体推薦を受けた方ですが、長年農業に従事し、地域の信頼も厚く、農業委員会業

務に貢献できる方であります。以上、１２名の方々は、識見、人格ともにまさに適正

でありますことを申し上げまして、農業委員会委員の任命について、御提案を申し上

げます。令和５年６月２１日提出。沼田町長横山茂。御審議のほどよろしくお願いを

いたします。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、質疑を終結いたします。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。同意第４号から同

意第１５号まで一括して採決いたします。お諮りいたします。同意第４号から同意第

１５号までの１２件について、同意することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、同意第４号、農業委員会委員

の任命についてから、同意第１５号、農業委員会委員の任命についてまでの１２件に

ついて、同意することに決定しました。 

 

（ 人 事 案 件 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３１、諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。 

○町長（横山茂町長）はい。議長。 

○議長（小峯聡議長）はい。町長。 

○町長（横山茂町長）諮問第１号、人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて、現人権擁護委員であります渡部順子氏の任期が、令和５年９月３０日をもって

任期満了となりますので、人権擁護委員法第６条第３項の規定によって、議会の同意

を求めるものであります。推薦する方は、住所が沼田町北一条３丁目２番１０号。氏

名が渡部順子氏。生年月日は御覧のとおりであります。現在３期目の人権擁護委員と

して御活躍を頂いておりますが、識見、人格ともにまさに適していますので、再任と

して提案を申し上げます。令和５年６月２１日提出。沼田町長横山茂。以上、よろし

く御審議のほどお願いを申し上げます。 

○議長（小峯聡議長）説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）質疑なしと認め、討論に入ります。御意見ありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（小峯聡議長）御意見なしと認め、討論を終結いたします。諮問第１号につい

て採決いたします。お諮りいたします。本案は原案のとおり同意することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、諮問第１号は同意することに

決定しました。ここで暫時休憩をいたします。 

午後 ３時５８分 休憩 

 

 午後 ３時５９分 再開 

（ 議事日程の追加 ） 

○議長（小峯聡議長）再開いたします。議事日程の追加について、お諮りいたします。

ただいま事務局から議員発議１件、閉会中の所管事務調査の申し出、陳情２件が追加

案件として提出されました。この際、これを日程に追加したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、日程第３２、発議第４号、議

会改革調査特別委員会の設置について。日程第３３、閉会中の所管事務調査の申し出

について。日程第３４、陳情第１号、日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准

を求める意見書提出を求める陳情について。日程第３５、陳情第２号、ゼロカーボン

北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書提出を

求める陳情について。以上、４件を日程に追加することに決定しました。 

 

（ 議会改革調査特別委員会設置の発議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３２、発議第４号、議会改革調査特別委員会の設置につ

いてを議題といたします。本件は、議員全員による議会改革調査特別委員会の設置に

関する決議であります。この際、説明、質疑、討論を省略したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。説明、質疑、討論を省略することに決

定しました。発議第４号について採決いたします。お諮りいたします。本案は原案の

とおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、発議第４号は原案のとおり決

定しました。 
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（ 閉会中の所管事務調査の申し出 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３３、閉会中の所管事務調査の申し出についてを議題と

いたします。お諮りいたします。本件は各常任委員会が調査終了までの閉会中の所管

事務調査の申出であります。この際、説明を省略し、許可することに御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本件は許可することに決定し

ました。 

 

（ 陳情の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３４、陳情第１号、日本政府に核兵器禁止条約の参加・

調印・批准を求める意見書提出を求める陳情についてを議題といたします。お諮りい

たします。本陳情については、会議規則第９２条第２項の規定により委員会付託を省

略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、陳情第１号は委員会付託を省

略することに決定しました。直ちに審議に入ります。お諮りいたします。この際、討

論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。お諮りいたします。陳情第１号は採択することに決定して、御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本陳情は採択することに決定

しました。 

 

（ 陳情の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３５、陳情第２号、ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書提出を求める陳情についてを

議題といたします。本陳情については、会議規則第９２条第２項の規定により委員会

付託を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、陳情第２号は委員会付託を省

略することに決定しました。直ちに審議に入ります。お諮りいたします。この際、討

論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。お諮りいたします。陳情第２号は採択することに決定して、御異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、本陳情は採択することに決定

しました。ここで暫時休憩いたします。 

午後 ４時０４分 休憩 

 

午後 ４時０４分 再開 

（ 議事日程の追加 ） 

○議長（小峯聡議長）再開いたします。議事日程の追加について、お諮りいたします。

先ほど採択されました陳情に伴う意見書（案）２件が追加案件として提出されました。

この際、これを日程に追加し、議題としたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、意見案第１号、日本政府に核

兵器禁止条約の参加・調印・批准を求める意見書（案）について。意見案第２号、ゼ

ロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意

見書（案）について。以上、２件を日程に追加することに決定しました。 

 

（ 意見案の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３６、意見案第１号、日本政府に核兵器禁止条約の参加・

調印・批准を求める意見書（案）についてを議題といたします。お諮りいたします。

この際、討論を省略したいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。お諮りいたします。本案は、原案のとおり関係機関に提出することに決定し

て、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、意見案第１号は、原案のとお

り関係機関に提出することに決定しました。 

 

（ 意見書案の審議 ） 

○議長（小峯聡議長）日程第３７、意見案第２号、ゼロカーボン北海道の実現に資す

る森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書（案）についてを議題とい
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たします。お諮りいたします。この際、討論を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、討論を省略することに決定し

ました。お諮りいたします。本案は、原案のとおり関係機関に提出することに決定し

て、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小峯聡議長）御異議なしと認めます。よって、意見案第２号は、原案のとお

り関係機関に提出することに決定しました。 

 

（ 閉 会 宣 言 ） 

○議長（小峯聡議長）以上で、本定例会に付議された案件は全て終了しました。これ

にて、令和５年第２回沼田町議会定例会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 

午後 ４時０７分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




